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業績予想の修正（上方修正）に関するお知らせ 

 

当社は、2021年 10月６日に公表いたしました 2022年２月期（2021年３月１日～2022年２月 28日）の通

期連結業績予想につきまして、下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．2022年２月期 連結業績予想数値の修正（2021年３月１日～2022年２月 28日） 

 売 上 高 
E B I T D A

※ 
営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

43,800 

百万円 

3,600 

百万円 

△1,900 

百万円 

△2,500 

百万円 

△3,900 

円 銭 

△98.34 

今回修正予想（Ｂ） 44,685 4,630 △883 △1,585 △3,211 △79.05 

増  減  額（Ｂ－Ａ） 885 1,030 1,017 915 689  

増  減  率（  ％  ） 2.0 28.6 ― ― ―  

( ご 参 考 ) 前 期 実 績 

（ 2 0 2 1 年 ２ 月 期 ） 
43,138 3,073 △2,497 △2,321 △3,503 △93.15 

※営業損益に減価償却費、のれん償却費、長期前払費用償却費及び顧客関連資産等の無形資産償却費を加算してＥＢＩＴ
ＤＡを算出しております。 

 

２．通期連結業績予想の修正の理由 

2021年 10月６日に公表した業績予想では、新型コロナウイルスの変異株による感染拡大に伴い 2022年２

月期中の社会経済活動が制限されることを想定し、貸会議室事業の需要回復を保守的に見込んでおりました。

依然として新型コロナウイルス感染症の影響は残るものの、社会経済活動の正常化が緩やかに進み、顧客企業

におけるセミナーや研修等イベントの再開が進んでおります。また、日本リージャスおよび台湾リージャスに

おける稼働率が好調に推移していることから、売上高を上方修正いたします。 

ＥＢＩＴＤＡ、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益につきましても、上記売上高の上振

れに加え、新型コロナウイルス感染拡大以降取り組んでいる費用削減が進んだことから上方修正をいたしま

す。 

 

（注）本資料に記載されている業績予想につきましては、当社が現時点で入手している情報および合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありませ
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ん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

以 上 


